
（別紙４）

在宅介護支援　つくしんぼ（放課後等デイサービス）
公表日 令和7年5月1日

利用児童数 令和6年3月1日 回収数 27

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 93% 7%
色々遊ぶ道具があり、ありがたい

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 96% 4%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

93% 7%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

96% 4%

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

96% 4%

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

96% 4%

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

96% 4%

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

96% 4%

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 96% 4%

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

78% 4% 19%

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

81% 4% 4% 11%

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

100%

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

96% 4%

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

37% 4% 4% 41%

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

96% 4%

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 89% 11%

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 96% 4%

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

7% 7% 4% 81%

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

96% 4%
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事業所名

ご意見を踏まえた対応

これからも衛生面に気をつけながら、子
ども達が安心して楽しく遊べる様にしっ
かり準備して参ります。
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保護者等からの事業所評価の集計結果公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

100%

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

96% 4%

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 96% 4%

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

89% 4% 7%

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

89% 4% 7%

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

89% 4% 7%

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

93% 4% 4%

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  100%

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 100%

29 事業所の支援に満足していますか。 96% 4%
利用希望日に使える日を増やして欲しい

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

ご要望痛いているものの、現在定員がいっぱいでご
希望にお答えできない状況です。ご不便をおかけし
申し訳ありません。今後、体制の見直しを進め改善
に努めてまいります。
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（別紙５）

在宅介護⽀援 つくしんぼ
公表⽇      令和７年 ５⽉  １⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ◯
静養室や広い庭を活⽤し、リラックスできるス
ペースや外遊びの場を提供しています。

定員が多いときは狭く感じることがありますの
で、棚やおもちゃの配置を⼯夫して、より快適な
空間を作っていきます。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。 ◯

職員同⼠での情報共有や連携を⼤切にし、少⼈数
でも効率よく対応できる体制を⼯夫しています。

利⽤者が多い時間や活動中は⽬が⾏き届きにくく
なるため、職員同⼠で役割を分担し、声かけや確
認をこまめに⾏うよう⼯夫していきます。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

◯
室内は段差のないつくりにし、安⼼して過ごせる
環境づくりを⼼がけています。

建物の⼀部に段差があるため、⼦どもたちが安全
に過ごせるよう、環境の⾒直しに取り組んでいき
たいと考えています。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ◯

こまめな消毒や清掃、定期的な環境整備で、⼦ど
もたちが清潔で気持ちよく過ごせるよう⼼がけて
います。

活動によっては⼿狭に感じることもあるため、レ
イアウトや整理整頓を⼯夫し、快適に過ごせるよ
うにしています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 ◯

こ⼦どもが気持ちを落ち着けたり集中できるよ
う、必要に応じて別室も活⽤できる環境にしてい
ます。

職員の⽬が届きにくかったり使いづらさを感じる
ことがあるため、環境の⾒直しを進めています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。 ◯

定期的なミーティングで意⾒を出し合い、⽬標の
振り返りや改善点の共有を⾏うようにしていま
す。

⼀部の職員に偏りがちな場⾯もあるため、話し合
いや共有を増やし、みんなでPDCAに取り組める
よう⼯夫していきたいと考えています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。 ◯

保護者からの評価は職員で共有し、ご意⾒をもと
に⽀援や環境の⾒直しに活かすよう⼼がけていま
す。

反映しきれていない部分もあるため、今後はご意
⾒の活⽤⽅法を⾒直し、よりよい改善につなげて
いきたいと考えています。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 ◯

⽇々の中で相談しやすい体制を整え、職員の声を
業務改善に活かせるようにしています。

意⾒を活かしきれていない部分もあるため、共有
しやすい環境や反映の⼯夫を進めていきたいと考
えています。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。 ◯

必要に応じて外部評価を受け、その結果を業務改
善に活かすようにしています。

職員が⼗分に把握できていないこともあるため、
評価の⽬的や内容を共有し、業務改善への意識を
⾼めていきたいと考えています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。 ◯

研修機会が増え、Zoomや動画、対⾯で参加でき
るようになり、積極的に参加できる環境を整えて
います。

職員が⾃分に合った研修を選べるよう、今後は研
修メニューを多様化し、ニーズに合わせた選択肢
を提供していきたいと考えています。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 ◯
ホームページで、いつでも確認できるように公開
しています。

職員からのフィードバックをもとに、プログラム
内容や公表⽅法を定期的に⾒直し、改善していき
たいと考えています。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

◯
絵カードや保護者⾯談で⼦どものニーズを把握
し、⽀援計画に反映しています。定期的に情報共
有し、家庭と連携して柔軟に⽀援しています。

アセスメントの頻度と内容を⾒直し、⼦どもの成
⻑に合わせて計画を柔軟に更新できる仕組みを強
化したいと考えています。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

◯
定期的なケース会を開き、個⼈記録を全職員で共
有することで、情報の⼀致を図り、⼦どもの最善
の利益を考えた⽀援を⼼がけています。

デジタルツールを使って、職員が⽀援計画につい
てリアルタイムで意⾒を交換できる環境を作りた
いと考えています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。 ◯

⽀援計画をLINEワークスで即時更新し、全職員が
すぐに確認できる体制を整え、定期的なケース会
で振り返りを⾏い⽀援の向上を⽬指しています。

計画の進捗確認や振り返りがスムーズに⾏えるよ
う、定期的なチェック体制を強化したいと考えて
います。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

◯
適応⾏動の確認には⾏動記録と個⼈記録を活⽤
し、ケース会やLINE Worksで共有し、職員間の
連携を強化しています。

適応⾏動の確認には個⼈記録と⾏動記録を使って
いますが、定期的に⾒直し、⼦どもの状況に応じ
て改善していきたいと考えています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

◯

放課後等デイサービスガイドラインを基に、家族
のニーズを⼤切にしながら、本⼈や家族、移⾏⽀
援、地域との連携を考慮した具体的な⽀援内容を
整えています。

定期的な⾒直しとフィードバックを取り⼊れ、よ
り個別対応を強化し、柔軟に対応できるようにし
ていきたいと考えています。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 ◯
活動プログラムは3名以上の職員で決め、内容を
掲⽰して全職員で情報を共有し、意識を合わせて
います。

意⾒交換の時間を増やし、より個別化されたプロ
グラム作成を進めるとともに、定期的な振り返り
でプログラムの改善を図りたいと考えています。

事業所名
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事業所における⾃⼰評価結果公表
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18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 ◯
活動プログラムは複数の職員で⽴案し、毎回異な
る職員が担当することで、意⾒を出し合いながら
固定化を防いでいます。

プログラム⽴案時期の固定化を避けるため、もっ
と新しい視点を取り⼊れ、柔軟に対応していきた
いと考えています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。 ◯

毎⽇のミーティングでこどものニーズや状況を共
有し、適切な活動内容を検討することで、より効
果的な⽀援を⽬指しています。

こどもの成⻑や変化に合わせて、活動内容を迅速
に⾒直す仕組みを強化し、個別のニーズにもっと
対応できるようにしたいと考えています。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

◯
朝と昼のミーティングで情報を共有し、⽀援内容
や役割を確認し職員間で連携を深め、こども⼀⼈
⼀⼈に適切な⽀援ができるよう⼼掛けています。

情報を分かりやすく整理し、すぐ⾏動に移せる形
で共有できる仕組みを整え、⽀援の質を⾼めてい
きたいと考えています。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。 ◯

⽀援後はLINE worksで振り返りを共有し、翌朝
のミーティングで意⾒交換を⾏うことで、気づき
や改善点を次回の⽀援に活かしています。

振り返りを全職員がすぐに確認できるよう、共有
ルールやフォーマットを整え、情報に漏れがない
よう⼯夫していきたいと考えています。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。 ◯

連絡帳や個⼈記録を活⽤して記録を残し、必要に
応じて職員間で情報を共有しています。

記録の内容や形式をそろえて、よりスムーズで⼀
貫した情報共有ができるようにしていきたいと考
えています。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。 ◯

定期的にケース会を開き、こどもの様⼦をみなが
ら、必要に応じて放課後等デイサービス計画を⾒
直しています。

件数が多く時間がかかることが課題ですが、今後
は情報を効率よく整理し、よりスムーズに⾒直し
ができるよう⼯夫していきたいと考えています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。 ◯

個別活動ではこどもの特性に合わせた⽀援を⾏
い、振り返りや保護者とのやりとりを通して、無
理のない⼀貫した⽀援を⼼がけています。

活動に偏りが出ることもあるため、今後はバラン
スよく組み合わせながら、より柔軟で多様な⽀援
ができるよう⼯夫していきたいと考えています。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。 ◯

遊びやイベントを通じて、こどもが⾃分で選ぶ機
会を提供し、⾃⼰決定⼒を育んでいます。

選択肢が限られがちなので、今後はもっと多様な
選択肢を⽤意し、⾃⼰決定⼒をさらに育んでいき
たいと考えています。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ◯

会議では、こどもの状況をよく理解した職員が参
加し、具体的な⽀援内容やエピソードを共有する
ことで、情報がスムーズに共有されています。

情報が⼝頭で伝わるため、時々齟齬が⽣じます。
今後は会議前に⽂書で⽀援内容を共有し、より正
確な情報伝達を⽬指します。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。 ◯

市役所や学校、相談⽀援事業所と連携し、こども
にぴったりの⽀援ができるような体制を整えてい
ます。

情報共有のタイミングや⽅法に改善の余地があり
ますので、今後はよりスムーズで効率的な連携を
進めていきたいと考えています。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

◯
校からの⼿紙やホームページで年間計画や⾏事予
定、下校時刻などの情報を得て、送迎やトラブル
時の連絡も迅速に⾏い、スムーズな連携を⼼掛け
ています。

よりスムーズに情報を共有できるよう、連絡⼿段
やタイミングを⾒直し、連携をさらに強化してい
きたいと考えています。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ◯

受け⼊れ時や引渡し時に、担当者会議を活⽤して
保育所や幼稚園と情報を共有し、互いの理解を深
めています。

タイムリーに情報を共有できるように、連絡⽅法
やタイミングを⾒直していきたいと考えていま
す。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

◯
移⾏時にモニタリング結果を保護者を通じてお伝
えし、次の事業所に⽀援内容を共有しています。

情報提供をもう少し早い段階で⾏い、移⾏⽀援が
よりスムーズに進められるように⼯夫していきた
いと考えています。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。 ◯

職員向けに研修の機会を提供し、⽀援の質をさら
に向上させられるよう努めています。

計画的にスーパーバイズや研修の機会を増やし、
職員のスキルアップを⽬指したいと考えていま
す。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。 ◯

コロナ禍の影響で地域との交流を⼀時控えていま
すが、感染症対策をしっかりと⾏いながら、再開
に向けて検討しています。

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ◯
⾃⽴⽀援協議会には積極的に参加し、地域のニー
ズや⽀援⽅法についてお互いに情報を共有してい
ます。

参加する回数を増やし、もっと多くの情報や意⾒
を交換できる機会を増やしていきたいと考えてい
ます。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。 ◯

連絡帳や受け⼊れ時、個⼈記録を使って保護者と
こどもの状況を共有し、お互いに理解を深めてい
ます。

今後は、定期的に保護者とお話しする機会を増や
し、情報の共有をもっと深めていきたいと考えて
います。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

◯
必要に応じて、家族に情報をお伝えし、ペアレン
ト・トレーニングや研修の機会についてもお知ら
せしています。

研修の提供が難しく、保護者へのペアレント・ト
レーニングの案内が⼗分でありません。案内⽅法
を⾒直し、参加しやすくしたいと考えています。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。 ◯

契契約やサービス変更時には、運営規程や⽀援内
容、負担額などをわかりやすく説明し、安⼼して
理解いただけるよう⼼掛けています。

もっとわかりやすく伝えられるように、説明の仕
⽅やタイミングを⾒直して、⼯夫していきたいと
思っています。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

◯
課後等デイサービスの計画はその都度ご提⽰し、
⽀援内容を丁寧に説明。保護者の皆さまにもご理
解・ご協⼒いただいています。

保護者の意向をより正確に把握するために、⾯談
やアンケートなどを活⽤して、意⾒を伝えやすい
環境づくりが必要だと感じています。

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ◯

連絡帳や送迎時に保護者の⽅とお話しし、必要に
応じて⾯談も実施。お悩みに寄り添いながら、で
きる限りの助⾔やサポートを⾏っています。

計画内容をより深く理解できるよう、説明の⽅法
やタイミングを⼯夫していく必要があると感じて
います。

保
護
者
へ
の
説
明
等

適
切
な
⽀
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。 ◯

連絡帳や送迎時に保護者の⽅と情報を共有し、必
要に応じて⾯談も実施。お悩みに対してアドバイ
スやサポートを⾏っています。

保護者の⽅から深刻なご相談があった場合に、で
きるだけ早く対応できるよう、もっと⾯談の機会
を増やしていく必要があると感じています。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

◯
コロナ前には保護者会やきょうだい同⼠の交流の
場を設けていましたが、感染症対策のため、現在
は⾏えていません。今後は状況を⾒ながら、少し
ずつ再開していけたらと考えています。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

◯
苦情対応のための窓⼝を設けており、その都度、
必要に応じて迅速で適切に対応していると考えて
います。

対応の流れや対応時間を明確にし、全員にしっか
り周知することで、さらに迅速で⼀貫した対応が
できるように改善していきたいと考えています。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

◯
定期的にSNS（マチコミ）で写真や情報を発信
し、活動内容や⾏事予定、連絡⽅法などをわかり
やすくお伝えしています。

定期的に更新し、保護者の⽅が⾒やすい時間帯に
発信することで、情報が確実に届くよう⼯夫して
いきたい考えています。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 ◯
個⼈情報は利⽤者別にファイルし、鍵のかかる書
庫で管理しています。

デジタル化や暗号化を進め、アクセス制限を強化
することで、さらにセキュリティ⾯を強化してい
きたいと考えています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。 ◯

送迎時や連絡帳、電話連絡などを通じて、障害の
あるこどもや保護者との意思疎通や情報伝達を必
要に応じて⾏っています。

LINEやメール、視覚的な⽀援ツールなど、さまざ
まな⽅法を活⽤して、もっと迅速で分かりやすい
情報提供を⼼がけていきたいと考えています。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。 ◯

現在はコロナ対策で地域との⾏事は控えています
が、今後は感染対策を⾏いながら、⼩規模な集ま
りなどで再開していきたいと考えています。

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

◯
各種マニュアルを作成し、職員やご家族にも周
知。万が⼀に備え、想定した状況での訓練も⾏っ
ています。

マニュアルを定期的に⾒直し、職員の意⾒も取り
⼊れながら、家族向けの説明会や実践的な訓練を
強化し、対応⼒を⾼めたいと考えています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。 ◯

業務継続計画（BCP）を作成し、⾮常時に備え
て、年に2回、避難や救出の訓練を⾏っていま
す。

さまざまなシナリオを取り⼊れて、訓練後に評価
やフィードバックを⾏い、対応⼒を⾼めていきた
いと考えています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。 ◯

その都度、必要に応じて保護者との確認を⾏い、
個⼈記録で情報を共有し、発作時の対応ファイル
を作成して情報交換を⾏っています。

定期的に情報を更新し、保護者との確認や職員間
の共有を強化して、より良い対応を⽬指していま
す。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。 ◯

保護者と連携し、医師の指⽰に基づいて対応して
います。⾷物アレルギーがある⼦については、リ
ストを作成して、分かりやすく管理しています。

アレルギー情報を定期的に⾒直し、職員への教育
や研修を強化することで、医師の指⽰に基づいた
対応をさらに改善していきたいと考えています。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 ◯

安全計画を作成し、安全管理のための研修や訓練
を⾏い、必要な対策もしっかりと整えています。

安全計画を定期的に⾒直し、研修内容を多様化す
ることで、より効果的な安全管理を⽬指していま
す。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ◯

災害時の送迎や連絡⽅法を確認し、安全計画を家
族に伝達。マチコミ（SNS）で情報を共有してい
ます。

定期的に情報を提供し、家族からの意⾒を聞くこ
とで、安全計画をもっと効果的に伝え、連携を強
化していきたいと考えています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。 ◯

ヒヤリハットの事例をまとめ、LINEワークスで職
員と情報を共有し、再発防⽌の対策を考えていま
す。

ヒヤリハットの重要性と再発防⽌策について、職
員研修を⾏い、意識を⾼めて効果的な対策を進め
たいと考えています。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。 ◯

虐待防⽌委員会で研修計画を⽴て、職員の研修の
機会を確保して、適切な対応ができるようにして
います。

修後に職員の意⾒を聞き、内容を改善して、より
効果的な虐待防⽌対策を進めていきたいです。

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

◯
保護者に説明し、⾝体拘束への理解を得ていま
す。また、⽅針を決める委員会を設置していま
す。

保護者とのコミュニケーションを⼤切にし、⾝体
拘束への不安を解消する窓⼝を設け、安⼼して理
解いただける環境を作りたいと考えています。
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（別紙３）

～ 令和7年　4月　25日

（対象者数） 43 （回答者数） 27

～ 令和7年　4月　25日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

広い庭での外遊びは、子どもたちの健全な発達に不可欠で
す。この強みをさらに高めるため、職員ミーティングでの定
期的な情報共有を徹底します。子どもたちの発達段階に応じ
た外遊びの意義や効果、具体的な支援方法を職員間で深く理
解し、個々の子どもへのより質の高い支援に繋げてまいりま
す。

2

子どもたちが得た「できた！」という成功体験を、より深い
学びと成長に繋げられるよう努めます。そのため、子どもた
ちの探求心を刺激するプログラムをさらに充実させ、体験か
ら学び、自ら考える力を育んでまいります。

3

個々の子どもの特性に応じた異年齢交流への参加を促進しま
す。交流が苦手な子には、個別の声かけや橋渡しを丁寧に行
い、段階的に関わりを促すことで、全ての子どもが異年齢交
流の豊かさを経験できるよう努めてまいります。また、年齢
差を活かした協同活動を増やし、子どもたちが互いに助け合
い、絆を深める機会を創出していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

「清掃・整理整頓」を最優先に取り組んでいます。日常的な
清掃の質を高め、隅々まで磨き上げることで清潔感を保ち、
物の配置を見直し整理整頓することで、スペースを有効活用
し、気持ち良く過ごせる環境づくりに努めています。

2

既存職員のスキルアップと連携強化を通じて、少人数でも質
の高い支援を提供できる体制を目指します。また、既存プロ
グラムの見直しによる支援の効率化を図り、地域ボランティ
アや他機関との連携も模索することで、限られたリソースの
中で最大限のサービス提供に努めてまいります。

3

既存職員の定着率向上のため、コミュニケーション強化や業
務効率化、成長機会の提供に努めます。また、ホームページ
等で事業所の魅力を積極的に発信し、見学・体験の受け入れ
や地域連携を通じて、新たな人材確保に繋げてまいります。

事業所の大きな庭は、子どもたちにとって最高の遊び場となっ
ています。鬼ごっこやボール遊び、季節の草花を使った自然遊
びなど、多様な外遊びを通して、子どもたちはのびのびと体を
動かし、笑顔が絶えません。特に、天気の良い日には積極的に
戸外活動を取り入れ、子どもたちの心身の健全な発達を促して
います。

この強みをさらに高めるため、安全で快適な環境づくりを徹底
しています。特に夏場は、熱中症予防のための水分補給の声か
けや、定期的な日陰での休憩を徹底し、子どもたちが安心して
のびのびと遊べるよう努めてまいります。

子どもたちが多様な体験や経験を積める機会を豊富に提供して
いる点が大きな強みです。日々の活動において、単に時間を過
ごすだけでなく、それぞれの興味や発達段階に応じた幅広いプ
ログラムを企画・実施しています。
これらの体験活動を通して、子どもたちは「できた！」という
成功体験を数多く積み重ねています。

個々の子どもの発達段階と興味に合わせ、スモールステップで
活動を設定しています。これにより、複雑なことでも無理なく
挑戦し、「できた！」という成功体験を積み重ねられる機会を
創出。結果だけでなくプロセスを評価する声かけで、子どもた
ちが失敗を恐れず再挑戦できるようサポートし、「やればでき
る」自信と自己肯定感を育んでいます。

未就学児から高校3年生まで幅広い年齢の子どもたちが、年齢
の垣根を越えて仲良く関わり合っている点です。小さい子は年
上から学び、大きい子は年下への思いやりを育む、温かい異年
齢交流が日々生まれています。

幅広い年齢の子どもたちが仲良く関わり合い、互いに成長でき
るよう、各子どもの個性や発達段階、集団の中での関わり方に
ついて深く理解を共有できるよう職員間の密な連携を重視して
います。

専門性の高い分野において、経験豊富な人材や、子どもたちの
支援に情熱を持つ人材を確保することが難しくなっています。
これにより、既存職員への負担が増加したり、事業拡大やサー
ビス向上のための新たな取り組みが計画通りに進まなかったり
する状況を課題と認識しています。

新しい職員の採用が困難な要因は、人材市場の競争激化と、専
門性の高さ・業務の複雑性です。加えて、労働条件や待遇面で
の課題、そして当事業所の魅力発信不足が複合的に影響してい
ると認識しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

築年数が経過しており、快適性、機能性、設備の面で改善が必
要だと認識しています。これは、子どもたちの安全で快適な環
境提供、および職員の効率的な支援体制構築における重要な課
題です。

建物の老朽化の主な要因は、築年数の経過と、これまでの大規
模改修の機会不足です。

ご利用希望者が多く、現在の定員では全ての方を受け入れきれ
ていない点です。地域からの評価は高いものの、キャンセル待
ちが発生し、ご希望される方々にご不便をおかけしていること
を課題と認識しています。

地域での支援ニーズ増加に加え、当事業所の支援が地域から高
く評価されているためです。これに職員の不足と、現在の定員
や物理的なスペースの制約が複合的に作用し、全ての方のニー
ズに応えきれていない状況です。

令和7年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　5月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 在宅介護支援つくしんぼ(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間 令和7年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

在宅介護支援　つくしんぼ
公表日 　　　　　令和7年　　５月　12日

利用児童数 　　　　　令和6年　　　3月　　　1日 回収数 4

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
100%

2 職員の配置数は適切であると思いますか。
100%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 75% 25%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

100%

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

75% 25%

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

75% 25%

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。 75% 25%

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。 75% 25%

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
75% 25%

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

75% 25%

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

50% 50%

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

100%

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
75% 25%

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。 25% 75%

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

100%

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
75% 25%

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
75% 25%

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 25% 50% 25%

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 75% 25%

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

100%

保
護
者
へ
の
説
明
等

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

事業所名

ご意見を踏まえた対応

保護者等からの事業所評価の集計結果公表
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21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。 75% 25%

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
75% 25%

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 75% 25%

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

75% 25%

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

75% 25%

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

75% 25%

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。
100%

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。
100%

29 事業所の支援に満足していますか。
100%

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度
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在宅介護⽀援 つくしんぼ
公表⽇      令和７年 ５⽉  １⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ◯
静養室や広い庭を活⽤し、リラックスできるス
ペースや外遊びの場を提供しています。

定員が多いときは狭く感じることがありますの
で、棚やおもちゃの配置を⼯夫して、より快適な
空間を作っていきます。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。 ◯

職員同⼠での情報共有や連携を⼤切にし、少⼈数
でも効率よく対応できる体制を⼯夫しています。

利⽤者が多い時間や活動中は⽬が⾏き届きにくく
なるため、職員同⼠で役割を分担し、声かけや確
認をこまめに⾏うよう⼯夫していきます。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

◯
室内は段差のないつくりにし、安⼼して過ごせる
環境づくりを⼼がけています。

建物の⼀部に段差があるため、⼦どもたちが安全
に過ごせるよう、環境の⾒直しに取り組んでいき
たいと考えています。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ◯

こまめな消毒や清掃、定期的な環境整備で、⼦ど
もたちが清潔で気持ちよく過ごせるよう⼼がけて
います。

活動によっては⼿狭に感じることもあるため、レ
イアウトや整理整頓を⼯夫し、快適に過ごせるよ
うにしています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 ◯

こ⼦どもが気持ちを落ち着けたり集中できるよ
う、必要に応じて別室も活⽤できる環境にしてい
ます。

職員の⽬が届きにくかったり使いづらさを感じる
ことがあるため、環境の⾒直しを進めています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。 ◯

定期的なミーティングで意⾒を出し合い、⽬標の
振り返りや改善点の共有を⾏うようにしていま
す。

⼀部の職員に偏りがちな場⾯もあるため、話し合
いや共有を増やし、みんなでPDCAに取り組める
よう⼯夫していきたいと考えています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。 ◯

保護者からの評価は職員で共有し、ご意⾒をもと
に⽀援や環境の⾒直しに活かすよう⼼がけていま
す。

反映しきれていない部分もあるため、今後はご意
⾒の活⽤⽅法を⾒直し、よりよい改善につなげて
いきたいと考えています。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 ◯

⽇々の中で相談しやすい体制を整え、職員の声を
業務改善に活かせるようにしています。

意⾒を活かしきれていない部分もあるため、共有
しやすい環境や反映の⼯夫を進めていきたいと考
えています。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。 ◯

必要に応じて外部評価を受け、その結果を業務改
善に活かすようにしています。

職員が⼗分に把握できていないこともあるため、
評価の⽬的や内容を共有し、業務改善への意識を
⾼めていきたいと考えています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。 ◯

研修機会が増え、Zoomや動画、対⾯で参加でき
るようになり、積極的に参加できる環境を整えて
います。

職員が⾃分に合った研修を選べるよう、今後は研
修メニューを多様化し、ニーズに合わせた選択肢
を提供していきたいと考えています。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 ◯
ホームページで、いつでも確認できるように公開
しています。

職員からのフィードバックをもとに、プログラム
内容や公表⽅法を定期的に⾒直し、改善していき
たいと考えています。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

◯
絵カードや保護者⾯談で⼦どものニーズを把握
し、⽀援計画に反映しています。定期的に情報共
有し、家庭と連携して柔軟に⽀援しています。

アセスメントの頻度と内容を⾒直し、⼦どもの成
⻑に合わせて計画を柔軟に更新できる仕組みを強
化したいと考えています。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

◯
定期的なケース会を開き、個⼈記録を全職員で共
有することで、情報の⼀致を図り、⼦どもの最善
の利益を考えた⽀援を⼼がけています。

デジタルツールを使って、職員が⽀援計画につい
てリアルタイムで意⾒を交換できる環境を作りた
いと考えています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。 ◯

⽀援計画をLINEワークスで即時更新し、全職員が
すぐに確認できる体制を整え、定期的なケース会
で振り返りを⾏い⽀援の向上を⽬指しています。

計画の進捗確認や振り返りがスムーズに⾏えるよ
う、定期的なチェック体制を強化したいと考えて
います。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

◯
適応⾏動の確認には⾏動記録と個⼈記録を活⽤
し、ケース会やLINE Worksで共有し、職員間の
連携を強化しています。

適応⾏動の確認には個⼈記録と⾏動記録を使って
いますが、定期的に⾒直し、⼦どもの状況に応じ
て改善していきたいと考えています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

◯

放課後等デイサービスガイドラインを基に、家族
のニーズを⼤切にしながら、本⼈や家族、移⾏⽀
援、地域との連携を考慮した具体的な⽀援内容を
整えています。

定期的な⾒直しとフィードバックを取り⼊れ、よ
り個別対応を強化し、柔軟に対応できるようにし
ていきたいと考えています。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 ◯
活動プログラムは3名以上の職員で決め、内容を
掲⽰して全職員で情報を共有し、意識を合わせて
います。

意⾒交換の時間を増やし、より個別化されたプロ
グラム作成を進めるとともに、定期的な振り返り
でプログラムの改善を図りたいと考えています。

事業所名
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事業所における⾃⼰評価結果公表
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18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 ◯
活動プログラムは複数の職員で⽴案し、毎回異な
る職員が担当することで、意⾒を出し合いながら
固定化を防いでいます。

プログラム⽴案時期の固定化を避けるため、もっ
と新しい視点を取り⼊れ、柔軟に対応していきた
いと考えています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。 ◯

毎⽇のミーティングでこどものニーズや状況を共
有し、適切な活動内容を検討することで、より効
果的な⽀援を⽬指しています。

こどもの成⻑や変化に合わせて、活動内容を迅速
に⾒直す仕組みを強化し、個別のニーズにもっと
対応できるようにしたいと考えています。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

◯
朝と昼のミーティングで情報を共有し、⽀援内容
や役割を確認し職員間で連携を深め、こども⼀⼈
⼀⼈に適切な⽀援ができるよう⼼掛けています。

情報を分かりやすく整理し、すぐ⾏動に移せる形
で共有できる仕組みを整え、⽀援の質を⾼めてい
きたいと考えています。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。 ◯

⽀援後はLINE worksで振り返りを共有し、翌朝
のミーティングで意⾒交換を⾏うことで、気づき
や改善点を次回の⽀援に活かしています。

振り返りを全職員がすぐに確認できるよう、共有
ルールやフォーマットを整え、情報に漏れがない
よう⼯夫していきたいと考えています。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。 ◯

連絡帳や個⼈記録を活⽤して記録を残し、必要に
応じて職員間で情報を共有しています。

記録の内容や形式をそろえて、よりスムーズで⼀
貫した情報共有ができるようにしていきたいと考
えています。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。 ◯

定期的にケース会を開き、こどもの様⼦をみなが
ら、必要に応じて放課後等デイサービス計画を⾒
直しています。

件数が多く時間がかかることが課題ですが、今後
は情報を効率よく整理し、よりスムーズに⾒直し
ができるよう⼯夫していきたいと考えています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。 ◯

個別活動ではこどもの特性に合わせた⽀援を⾏
い、振り返りや保護者とのやりとりを通して、無
理のない⼀貫した⽀援を⼼がけています。

活動に偏りが出ることもあるため、今後はバラン
スよく組み合わせながら、より柔軟で多様な⽀援
ができるよう⼯夫していきたいと考えています。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。 ◯

遊びやイベントを通じて、こどもが⾃分で選ぶ機
会を提供し、⾃⼰決定⼒を育んでいます。

選択肢が限られがちなので、今後はもっと多様な
選択肢を⽤意し、⾃⼰決定⼒をさらに育んでいき
たいと考えています。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ◯

会議では、こどもの状況をよく理解した職員が参
加し、具体的な⽀援内容やエピソードを共有する
ことで、情報がスムーズに共有されています。

情報が⼝頭で伝わるため、時々齟齬が⽣じます。
今後は会議前に⽂書で⽀援内容を共有し、より正
確な情報伝達を⽬指します。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。 ◯

市役所や学校、相談⽀援事業所と連携し、こども
にぴったりの⽀援ができるような体制を整えてい
ます。

情報共有のタイミングや⽅法に改善の余地があり
ますので、今後はよりスムーズで効率的な連携を
進めていきたいと考えています。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

◯
校からの⼿紙やホームページで年間計画や⾏事予
定、下校時刻などの情報を得て、送迎やトラブル
時の連絡も迅速に⾏い、スムーズな連携を⼼掛け
ています。

よりスムーズに情報を共有できるよう、連絡⼿段
やタイミングを⾒直し、連携をさらに強化してい
きたいと考えています。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ◯

受け⼊れ時や引渡し時に、担当者会議を活⽤して
保育所や幼稚園と情報を共有し、互いの理解を深
めています。

タイムリーに情報を共有できるように、連絡⽅法
やタイミングを⾒直していきたいと考えていま
す。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

◯
移⾏時にモニタリング結果を保護者を通じてお伝
えし、次の事業所に⽀援内容を共有しています。

情報提供をもう少し早い段階で⾏い、移⾏⽀援が
よりスムーズに進められるように⼯夫していきた
いと考えています。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。 ◯

職員向けに研修の機会を提供し、⽀援の質をさら
に向上させられるよう努めています。

計画的にスーパーバイズや研修の機会を増やし、
職員のスキルアップを⽬指したいと考えていま
す。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。 ◯

コロナ禍の影響で地域との交流を⼀時控えていま
すが、感染症対策をしっかりと⾏いながら、再開
に向けて検討しています。

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ◯
⾃⽴⽀援協議会には積極的に参加し、地域のニー
ズや⽀援⽅法についてお互いに情報を共有してい
ます。

参加する回数を増やし、もっと多くの情報や意⾒
を交換できる機会を増やしていきたいと考えてい
ます。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。 ◯

連絡帳や受け⼊れ時、個⼈記録を使って保護者と
こどもの状況を共有し、お互いに理解を深めてい
ます。

今後は、定期的に保護者とお話しする機会を増や
し、情報の共有をもっと深めていきたいと考えて
います。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

◯
必要に応じて、家族に情報をお伝えし、ペアレン
ト・トレーニングや研修の機会についてもお知ら
せしています。

研修の提供が難しく、保護者へのペアレント・ト
レーニングの案内が⼗分でありません。案内⽅法
を⾒直し、参加しやすくしたいと考えています。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。 ◯

契契約やサービス変更時には、運営規程や⽀援内
容、負担額などをわかりやすく説明し、安⼼して
理解いただけるよう⼼掛けています。

もっとわかりやすく伝えられるように、説明の仕
⽅やタイミングを⾒直して、⼯夫していきたいと
思っています。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

◯
課後等デイサービスの計画はその都度ご提⽰し、
⽀援内容を丁寧に説明。保護者の皆さまにもご理
解・ご協⼒いただいています。

保護者の意向をより正確に把握するために、⾯談
やアンケートなどを活⽤して、意⾒を伝えやすい
環境づくりが必要だと感じています。

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ◯

連絡帳や送迎時に保護者の⽅とお話しし、必要に
応じて⾯談も実施。お悩みに寄り添いながら、で
きる限りの助⾔やサポートを⾏っています。

計画内容をより深く理解できるよう、説明の⽅法
やタイミングを⼯夫していく必要があると感じて
います。
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39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。 ◯

連絡帳や送迎時に保護者の⽅と情報を共有し、必
要に応じて⾯談も実施。お悩みに対してアドバイ
スやサポートを⾏っています。

保護者の⽅から深刻なご相談があった場合に、で
きるだけ早く対応できるよう、もっと⾯談の機会
を増やしていく必要があると感じています。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

◯
コロナ前には保護者会やきょうだい同⼠の交流の
場を設けていましたが、感染症対策のため、現在
は⾏えていません。今後は状況を⾒ながら、少し
ずつ再開していけたらと考えています。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

◯
苦情対応のための窓⼝を設けており、その都度、
必要に応じて迅速で適切に対応していると考えて
います。

対応の流れや対応時間を明確にし、全員にしっか
り周知することで、さらに迅速で⼀貫した対応が
できるように改善していきたいと考えています。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

◯
定期的にSNS（マチコミ）で写真や情報を発信
し、活動内容や⾏事予定、連絡⽅法などをわかり
やすくお伝えしています。

定期的に更新し、保護者の⽅が⾒やすい時間帯に
発信することで、情報が確実に届くよう⼯夫して
いきたい考えています。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 ◯
個⼈情報は利⽤者別にファイルし、鍵のかかる書
庫で管理しています。

デジタル化や暗号化を進め、アクセス制限を強化
することで、さらにセキュリティ⾯を強化してい
きたいと考えています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。 ◯

送迎時や連絡帳、電話連絡などを通じて、障害の
あるこどもや保護者との意思疎通や情報伝達を必
要に応じて⾏っています。

LINEやメール、視覚的な⽀援ツールなど、さまざ
まな⽅法を活⽤して、もっと迅速で分かりやすい
情報提供を⼼がけていきたいと考えています。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。 ◯

現在はコロナ対策で地域との⾏事は控えています
が、今後は感染対策を⾏いながら、⼩規模な集ま
りなどで再開していきたいと考えています。

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

◯
各種マニュアルを作成し、職員やご家族にも周
知。万が⼀に備え、想定した状況での訓練も⾏っ
ています。

マニュアルを定期的に⾒直し、職員の意⾒も取り
⼊れながら、家族向けの説明会や実践的な訓練を
強化し、対応⼒を⾼めたいと考えています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。 ◯

業務継続計画（BCP）を作成し、⾮常時に備え
て、年に2回、避難や救出の訓練を⾏っていま
す。

さまざまなシナリオを取り⼊れて、訓練後に評価
やフィードバックを⾏い、対応⼒を⾼めていきた
いと考えています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。 ◯

その都度、必要に応じて保護者との確認を⾏い、
個⼈記録で情報を共有し、発作時の対応ファイル
を作成して情報交換を⾏っています。

定期的に情報を更新し、保護者との確認や職員間
の共有を強化して、より良い対応を⽬指していま
す。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。 ◯

保護者と連携し、医師の指⽰に基づいて対応して
います。⾷物アレルギーがある⼦については、リ
ストを作成して、分かりやすく管理しています。

アレルギー情報を定期的に⾒直し、職員への教育
や研修を強化することで、医師の指⽰に基づいた
対応をさらに改善していきたいと考えています。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 ◯

安全計画を作成し、安全管理のための研修や訓練
を⾏い、必要な対策もしっかりと整えています。

安全計画を定期的に⾒直し、研修内容を多様化す
ることで、より効果的な安全管理を⽬指していま
す。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ◯

災害時の送迎や連絡⽅法を確認し、安全計画を家
族に伝達。マチコミ（SNS）で情報を共有してい
ます。

定期的に情報を提供し、家族からの意⾒を聞くこ
とで、安全計画をもっと効果的に伝え、連携を強
化していきたいと考えています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。 ◯

ヒヤリハットの事例をまとめ、LINEワークスで職
員と情報を共有し、再発防⽌の対策を考えていま
す。

ヒヤリハットの重要性と再発防⽌策について、職
員研修を⾏い、意識を⾼めて効果的な対策を進め
たいと考えています。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。 ◯

虐待防⽌委員会で研修計画を⽴て、職員の研修の
機会を確保して、適切な対応ができるようにして
います。

修後に職員の意⾒を聞き、内容を改善して、より
効果的な虐待防⽌対策を進めていきたいです。

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

◯
保護者に説明し、⾝体拘束への理解を得ていま
す。また、⽅針を決める委員会を設置していま
す。

保護者とのコミュニケーションを⼤切にし、⾝体
拘束への不安を解消する窓⼝を設け、安⼼して理
解いただける環境を作りたいと考えています。
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（別紙３）

～ 令和7年　4月　25日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 令和7年　4月　25日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

広い庭での外遊びは、子どもたちの健全な発達に不可欠で
す。この強みをさらに高めるため、職員ミーティングでの定
期的な情報共有を徹底します。子どもたちの発達段階に応じ
た外遊びの意義や効果、具体的な支援方法を職員間で深く理
解し、個々の子どもへのより質の高い支援に繋げてまいりま
す。

2

子どもたちが得た「できた！」という成功体験を、より深い
学びと成長に繋げられるよう努めます。そのため、子どもた
ちの探求心を刺激するプログラムをさらに充実させ、体験か
ら学び、自ら考える力を育んでまいります。

3

個々の子どもの特性に応じた異年齢交流への参加を促進しま
す。交流が苦手な子には、個別の声かけや橋渡しを丁寧に行
い、段階的に関わりを促すことで、全ての子どもが異年齢交
流の豊かさを経験できるよう努めてまいります。また、年齢
差を活かした協同活動を増やし、子どもたちが互いに助け合
い、絆を深める機会を創出していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

「清掃・整理整頓」を最優先に取り組んでいます。日常的な
清掃の質を高め、隅々まで磨き上げることで清潔感を保ち、
物の配置を見直し整理整頓することで、スペースを有効活用
し、気持ち良く過ごせる環境づくりに努めています。

2

既存職員のスキルアップと連携強化を通じて、少人数でも質
の高い支援を提供できる体制を目指します。また、既存プロ
グラムの見直しによる支援の効率化を図り、地域ボランティ
アや他機関との連携も模索することで、限られたリソースの
中で最大限のサービス提供に努めてまいります。

3

既存職員の定着率向上のため、コミュニケーション強化や業
務効率化、成長機会の提供に努めます。また、ホームページ
等で事業所の魅力を積極的に発信し、見学・体験の受け入れ
や地域連携を通じて、新たな人材確保に繋げてまいります。

事業所の大きな庭は、子どもたちにとって最高の遊び場となっ
ています。鬼ごっこやボール遊び、季節の草花を使った自然遊
びなど、多様な外遊びを通して、子どもたちはのびのびと体を
動かし、笑顔が絶えません。特に、天気の良い日には積極的に
戸外活動を取り入れ、子どもたちの心身の健全な発達を促して
います。

この強みをさらに高めるため、安全で快適な環境づくりを徹底
しています。特に夏場は、熱中症予防のための水分補給の声か
けや、定期的な日陰での休憩を徹底し、子どもたちが安心して
のびのびと遊べるよう努めてまいります。

子どもたちが多様な体験や経験を積める機会を豊富に提供して
いる点が大きな強みです。日々の活動において、単に時間を過
ごすだけでなく、それぞれの興味や発達段階に応じた幅広いプ
ログラムを企画・実施しています。
これらの体験活動を通して、子どもたちは「できた！」という
成功体験を数多く積み重ねています。

個々の子どもの発達段階と興味に合わせ、スモールステップで
活動を設定しています。これにより、複雑なことでも無理なく
挑戦し、「できた！」という成功体験を積み重ねられる機会を
創出。結果だけでなくプロセスを評価する声かけで、子どもた
ちが失敗を恐れず再挑戦できるようサポートし、「やればでき
る」自信と自己肯定感を育んでいます。

未就学児から高校3年生まで幅広い年齢の子どもたちが、年齢
の垣根を越えて仲良く関わり合っている点です。小さい子は年
上から学び、大きい子は年下への思いやりを育む、温かい異年
齢交流が日々生まれています。

幅広い年齢の子どもたちが仲良く関わり合い、互いに成長でき
るよう、各子どもの個性や発達段階、集団の中での関わり方に
ついて深く理解を共有できるよう職員間の密な連携を重視して
います。

専門性の高い分野において、経験豊富な人材や、子どもたちの
支援に情熱を持つ人材を確保することが難しくなっています。
これにより、既存職員への負担が増加したり、事業拡大やサー
ビス向上のための新たな取り組みが計画通りに進まなかったり
する状況を課題と認識しています。

新しい職員の採用が困難な要因は、人材市場の競争激化と、専
門性の高さ・業務の複雑性です。加えて、労働条件や待遇面で
の課題、そして当事業所の魅力発信不足が複合的に影響してい
ると認識しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

築年数が経過しており、快適性、機能性、設備の面で改善が必
要だと認識しています。これは、子どもたちの安全で快適な環
境提供、および職員の効率的な支援体制構築における重要な課
題です。

建物の老朽化の主な要因は、築年数の経過と、これまでの大規
模改修の機会不足です。

ご利用希望者が多く、現在の定員では全ての方を受け入れきれ
ていない点です。地域からの評価は高いものの、キャンセル待
ちが発生し、ご希望される方々にご不便をおかけしていること
を課題と認識しています。

地域での支援ニーズ増加に加え、当事業所の支援が地域から高
く評価されているためです。これに職員の不足と、現在の定員
や物理的なスペースの制約が複合的に作用し、全ての方のニー
ズに応えきれていない状況です。

令和7年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　5月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 在宅介護支援つくしんぼ(児童発達)

○保護者評価実施期間 令和7年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


